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令 和 ３ 年 度 第 １ 回 香 川 地 方 最 低 賃 金 審 議 会 議 事 録  

 

令 和 ３ 年 ６ 月 3 0 日                     

高 松 サ ン ポ ー ト 合 同 庁 舎 

 北 館 702 会 議 室  

 

出 席 者   公 益 側   東 、 籠 池 、 春 日 川 、 柴 田 、 髙 塚  

     労 働 者 側   大 島 、 立 石 、 土 田 、 中 村 、 藤 田  

     使 用 者 側   綾 田 、 窪 田 、 友 國 、 濱 田 、 渡 部  

      

議  題 （ １ ）  会 長 、 会 長 代 理 の 選 出 に つ い て  

（ ２ ）  香 川 県 最 低 賃 金 の 改 正 諮 問 に つ い て  

   （ ３ ） 「 香 川 地 方 最 低 賃 金 審 議 会 運 営 規 程 」等 の 承 認 に つ い て  

（ ４ ）  令 和 ３ 年 度 最 低 賃 金 の 審 議 の 進 め 方 等 の 承 認 に つ い て  

（ ５ ）  最 低 賃 金 審 議 会 令 第 ６ 条 第 ５ 項 の 決 議 に つ い て  

（ ６ ）  そ の 他  

 

〇 賃 金 室 長  

そ れ で は 定 刻 と な り ま し た の で 、た だ 今 か ら 、令 和 ３ 年 度 第 １ 回 香

川 地 方 最 低 賃 金 審 議 会 を 開 催 い た し ま す 。  

本 日 は ご 多 忙 の 中 、ま た 、大 変 蒸 し 暑 い 中 、ご 出 席 い た だ き ま し て

厚 く 御 礼 申 し 上 げ ま す 。  

本 日 は 、す べ て の 委 員 が 出 席 さ れ て お り ま す の で 、最 低 賃 金 審 議 会

令 第 ５ 条 第 ２ 項 に 定 め る 定 足 数 を 満 た し て お り 、審 議 会 が 有 効 に 成 立

し て お り ま す こ と を ご 報 告 い た し ま す 。  

な お 、本 日 は 第 １ 回 目 の 会 議 で す の で 、会 長 並 び に 会 長 代 理 が 選 出

さ れ る ま で の 間 、事 務 局 に て 、賃 金 室 長 の 私 、谷 口 が 司 会 、進 行 を さ

せ て い た だ き ま す 。  

そ れ で は 、 初 め に 松 瀨 香 川 労 働 局 長 か ら ご 挨 拶 を 申 し 上 げ ま す 。  
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〇 松 瀨 労 働 局 長  

香 川 労 働 局 長 の 松 瀨 で ご ざ い ま す 。  

本 日 は 、ご 多 忙 の 中 、ま た 、大 変 暑 い 中 、令 和 ３ 年 度 第 １ 回 香 川 地

方 最 低 賃 金 審 議 会 に ご 出 席 い た だ き 、 厚 く 御 礼 申 し 上 げ ま す 。  

ま た 、委 員 の 皆 様 に は 、労 働 行 政 、と り わ け 最 低 賃 金 制 度 に つ い て

格 別 の ご 理 解 と ご 協 力 を 賜 っ て お り ま す こ と に 厚 く 御 礼 申 し 上 げ ま

す 。  

さ て 、 最 低 賃 金 を 巡 る 状 況 と い た し ま し て は 、 令 和 ３ 年 ６ 月 18 日

に 閣 議 決 定 さ れ た「 経 済 財 政 運 営 と 改 革 の 基 本 方 針 2021」に お い て 、

「 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 の 影 響 を 受 け て 厳 し い 業 況 の 企 業 に 配

慮 し つ つ 、雇 用 維 持 と の 両 立 を 図 り な が ら 賃 上 げ し や す い 環 境 を 整 備

す る た め 、生 産 性 向 上 等 に 取 り 組 む 中 小 企 業 へ の 支 援 強 化 、下 請 取 引

の 適 正 化 、金 融 支 援 等 に 一 層 取 り 組 み つ つ 、最 低 賃 金 に つ い て 、感 染

症 下 で も 最 低 賃 金 を 引 き 上 げ て き た 諸 外 国 の 取 組 も 参 考 に し て 、感 染

症 拡 大 前 に 我 が 国 で 引 き 上 げ て き た 実 績 を 踏 ま え て 、地 域 間 格 差 に も

配 慮 し な が ら 、よ り 早 期 に 全 国 加 重 平 均 1,000 円 と す る こ と を 目 指 し 、

本 年 の 引 上 げ に 取 り 組 む 。」 と さ れ て い ま す 。  

ま た 、 6 月 22 日 に 第 60 回 中 央 最 低 賃 金 審 議 会 が 開 催 さ れ 、三 原 厚

生 労 働 副 大 臣 か ら 令 和 ３ 年 度 地 域 別 最 低 賃 金 額 改 定 の 目 安 に つ い て

諮 問 が な さ れ 、 そ の 席 上 、 三 原 厚 生 労 働 副 大 臣 か ら は 、「 ポ ス ト コ ロ

ナ を 見 据 え 、経 済 の 好 循 環 を 実 現 す る た め に は 、最 低 賃 金 を 含 め た 賃

金 の 引 上 げ を 継 続 し て い く こ と が 不 可 欠 で す 。  

賃 上 げ し や す い 環 境 整 備 に 向 け て 、中 小 企 業 に お け る 設 備 投 資 や Ｉ

Ｔ 化 と い っ た 生 産 性 向 上 の 取 組 に 対 す る 支 援 や 、下 請 事 業 者 の 取 引 環

境 の 適 正 化 な ど に 、 政 府 一 丸 と な っ て 取 り 組 ん で ま い り ま し た 。  

審 議 会 に お か れ ま し て は 、政 府 の 取 組 も 視 野 に 入 れ な が ら 、よ り 早

期 の 全 国 加 重 平 均 1,000 円 の 実 現 へ の 第 一 歩 と な る よ う 、ご 審 議 を お

願 い し た い 。」 旨 の 発 言 が あ り ま し た 。  
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後 ほ ど 、香 川 県 最 低 賃 金 の 改 正 決 定 に つ き ま し て も 諮 問 を さ せ て い

た だ き ま す が 、こ う し た 状 況 に つ い て も 十 分 考 慮 い た だ き な が ら 、今

期 の 円 滑 な 審 議 に つ き ま し て ご 配 意 い た だ き 、 審 議 会 の 総 意 と し て 、

是 非 と も 全 会 一 致 で の 答 申 を い た だ け ま す よ う お 願 い 申 し 上 げ 、簡 単

で は あ り ま す が 挨 拶 と さ せ て い た だ き ま す 。  

 

〇 賃 金 室 長  

マ ス コ ミ の 方 に お か れ て は 、一 旦 こ こ で カ メ ラ 撮 影 を 止 め て く だ さ

い 。  

続 き ま し て 、本 日 の 資 料 に つ い て ご 確 認 願 い ま す 。会 議 次 第 、資 料

目 次 が ご ざ い ま し て 、  

資 料 № １ (P1) 第 54 期 香 川 地 方 最 低 賃 金 審 議 会 委 員 名 簿  

資 料 № ２ (P3) 香 川 地 方 最 低 賃 金 審 議 会 運 営 規 程 （ 案 ）  

資 料 № ３ (P5)  香 川 地 方 最 低 賃 金 審 議 会 運 営 小 委 員 会 運 営 規 程 （ 案 ） 

資 料 № ４ (P7)  香 川 地 方 最 低 賃 金 審 議 会 香 川 県 最 低 賃 金 専 門 部 会 運

営 規 程 （ 案 ）  

資 料 № ５ (P9) 香 川 地 方 最 低 賃 金 審 議 会 会 議 公 開 要 綱 （ 案 ）  

資 料 № ６ (P11)  第 54 期 香 川 地 方 最 低 賃 金 審 議 会 運 営 小 委 員 会 委 員

名 簿 （ 案 ）  

資 料 № ７ (P13)  令 和 ３ 年 度 最 低 賃 金 の 審 議 の 進 め 方 等 に つ い て (案 ) 

資 料 № ８ (P15)  令 和 ３ 年 度 答 申 要 旨 の 公 示 日 別 最 短 効 力 発 生 予 定 一

覧 表  

資 料 № ９ (P19)  令 和 ２ 年 度 香 川 地 方 最 低 賃 金 審 議 会 及 び 同 専 門 部 会

の 開 催 状 況  

資 料 № 10(P21)  経 済 財 政 運 営 と 改 革 の 基 本 方 針 2021 等  

資 料 № 11(P23)  香 川 の 賃 金 概 況 （ 令 和 ３ 年 ）  

資 料 № 12(P35)  香 川 県 の 雇 用 情 勢（ 令 和 ３ 年 ５ 月 分 ）、労 働 市 場 の 動

向 （ 令 和 ３ 年 ５ 月 ）  

資 料 № 13(P41)  香 川 県 内 経 済 情 勢 報 告 （ 令 和 ３ 年 ４ 月 ）   
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資 料 № 14(P51)  香 川 県 金 融 経 済 概 況 （ 2021 年 ６ 月 10 日 ）  

資 料 № 15(P57)  「 最 低 賃 金 の 大 幅 引 き 上 げ と 審 議 会 の 完 全 公 開 を 求

め る 要 請 」（ 全 国 労 働 組 合 総 連 合 四 国 地 区 協 議 会 ）  

資 料 № 16(P59)  「 Ｊ Ａ Ｌ 解 雇 撤 回 と 最 賃 1500 円 を 実 現 す る 要 請 書 」

（ Ｊ Ａ Ｌ 解 雇 撤 回 ・ 最 賃 全 国 キ ャ ラ バ ン 四 国 実 行 委 員 会 ） 

別 途 配 付 資 料  

①  令 和 ３ 年 度 版 最 低 賃 金 決 定 要 覧  

②  2021（ 令 和 ３ ） 年 度 労 働 行 政 の と り く み （ 香 川 労 働 局 ）  

③  「 香 川 働 き 方 改 革 推 進 支 援 セ ン タ ー 」 利 用 案 内  

④  令 和 ３ 年 度 「 業 務 改 善 助 成 金 」 の ご 案 内  

⑤  「 働 き 方 改 革 推 進 支 援 助 成 金 」労 働 時 間 短 縮・年 休 促 進 支 援 コ ー

ス の ご 案 内  

⑥  「 働 き 方 改 革 推 進 支 援 助 成 金 」勤 務 間 イ ン タ ー バ ル 導 入 コ ー ス の

ご 案 内  

⑦  「 働 き 方 改 革 推 進 支 援 助 成 金 」労 働 時 間 適 正 管 理 推 進 コ ー ス の ご

案 内  

を 机 上 に 置 か せ て い た だ い て お り ま す が 、 不 足 等 は ご ざ い ま せ ん か 。 

（ 各 委 員 よ り 「 は い 。」 の 声 あ り ）  

〇 賃 金 室 長  

次 に 、 委 員 の 皆 様 を ご 紹 介 さ せ て い た だ き ま す 。 今 年 ４ 月 21 日 付

け で 第 54 期 の 委 員 を 任 命 さ せ て い た だ い て お り ま す 。  

資 料 № １ （ P1） の 名 簿 の 順 に お 名 前 を ご 紹 介 さ せ て い た だ き ま す 。 

公 益 代 表 委 員 と い た し ま し て 、東 委 員 、籠 池 委 員 、春 日 川 委 員 、柴

田 委 員 、 髙 塚 委 員 で ご ざ い ま す 。  

次 に 、労 働 者 代 表 委 員 と い た し ま し て 、大 島 委 員 、立 石 委 員 、土 田

委 員 、中 村 委 員 、藤 田 委 員 で ご ざ い ま す 。藤 田 委 員 は 今 期 か ら 新 し く

任 命 さ れ て お り ま す 。  

次 に 、使 用 者 代 表 委 員 と い た し ま し て 、綾 田 委 員 、窪 田 委 員 、友 國

委 員 、濱 田 委 員 、渡 部 委 員 で ご ざ い ま す 。渡 部 委 員 は 今 期 か ら 新 し く
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任 命 さ れ て お り ま す 。  

以 上 の 15 名 で ご ざ い ま す 。  

な お 、 任 期 に つ き ま し て は 、 令 和 ５ 年 ４ 月 20 日 ま で と な っ て お り

ま す の で 、 よ ろ し く お 願 い い た し ま す 。  

続 い て 事 務 局 側 で す が 、労 働 局 長 の 松 瀨 、労 働 基 準 部 長 の 松 本 、賃

金 室 長 の 谷 口 、室 長 補 佐 の 塩 田 、賃 金 指 導 官 の 杉 本 、労 災 保 険 給 付 調

査 官 の 橘 川 、 賃 金 調 査 員 の 白 方 で ご ざ い ま す 。  

労 働 局 長 の 松 瀨 に つ き ま し て は 、今 年 ３ 月 末 の 異 動 で 、賃 金 室 長 の

谷 口 、室 長 補 佐 の 塩 田 に つ き ま し て は 、今 年 ４ 月 の 異 動 で 、着 任 し て

お り ま す 。  

今 年 度 は こ の 体 制 で 、審 議 会 の 円 滑 な 運 営 に 努 め て 参 る 所 存 で ご ざ

い ま す の で 、 ど う ぞ よ ろ し く お 願 い い た し ま す 。  

そ れ で は 、議 題（ １ ）の「 会 長 、会 長 代 理 の 選 出 」か ら 始 め さ せ て

い た だ き ま す 。  

本 日 配 付 の 書 籍「 最 低 賃 金 決 定 要 覧 」の 146 頁 に ご ざ い ま す が 、最

低 賃 金 法 第 24 条 第 ２ 項 で は 、「 会 長 は 、公 益 を 代 表 す る 委 員 の う ち か

ら 、委 員 が 選 挙 す る 。」と あ り 、ま た 同 条 第 ４ 項 で は 、「 会 長 に 事 故 が

あ る と き は 、あ ら か じ め 第 ２ 項 の 規 定 の 例 に よ り 選 挙 さ れ た 者 が 会 長

の 職 務 を 代 理 す る 。」 と 規 定 さ れ て お り ま す 。  

 従 来 、公 益 代 表 委 員 の 間 で 会 長 及 び 会 長 代 理 の 候 補 を 相 談 し 、委 員

の 皆 様 の 承 認 を 得 て 決 定 し て ま い り ま し た が 、今 期 に つ き ま し て も 従

来 ど お り 進 め さ せ て い た だ い て よ ろ し い で し ょ う か 。  

（ 各 委 員 よ り 「 異 議 な し 。」 の 声 あ り ）  

〇 賃 金 室 長  

は い 、 あ り が と う ご ざ い ま す 。  

 あ ら か じ め 各 公 益 代 表 委 員 の ご 意 見 を お 伺 い し た と こ ろ 、全 委 員 の

総 意 に よ り 会 長 に は 柴 田 委 員 、会 長 代 理 は 東 委 員 と い う こ と で ご ざ い

ま し た 。 ご 異 議 ご ざ い ま せ ん で し ょ う か 。  

（ 各 委 員 よ り 「 異 議 な し 。」 の 声 あ り ）  
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〇 賃 金 室 長  

そ れ で は 、柴 田 会 長 及 び 東 会 長 代 理 に 、そ れ ぞ れ ご 挨 拶 を お 願 い し

た い と 思 い ま す 。  

初 め に 柴 田 会 長 、 よ ろ し く お 願 い い た し ま す 。  

 

〇 柴 田 会 長  

 た だ 今 、委 員 の 皆 様 の ご 承 認 を い た だ き ま し て 、会 長 職 を 仰 せ つ か

る こ と に な り ま し た 柴 田 で ご ざ い ま す 。  

本 審 議 会 で は 、最 低 賃 金 法 の 趣 旨 や 中 央 最 低 賃 金 審 議 会 か ら 示 さ れ

る 目 安 等 を 踏 ま え な が ら 、労 使 の 合 意 が 図 ら れ ま す よ う 、努 め て ま い

り た い と 考 え て い る と こ ろ で ご ざ い ま す 。  

 各 委 員 の 皆 様 に お か れ ま し て は 、そ れ ぞ れ の お 立 場 で そ れ ぞ れ の ご

主 張 が お あ り と 思 い ま す け れ ど も 、本 年 度 は ぜ ひ と も 全 会 一 致 で の 答

申 に 至 り ま す よ う お 願 い 申 し 上 げ ま し て 、簡 単 で は ご ざ い ま す が 挨 拶

に か え さ せ て い た だ き ま す 。 ど う ぞ よ ろ し く お 願 い い た し ま す 。  

 

〇 賃 金 室 長  

続 い て 東 会 長 代 理 、 よ ろ し く お 願 い い た し ま す 。  

 

〇 東 会 長 代 理  

 会 長 代 理 に 選 出 さ れ ま し た 東 で ご ざ い ま す 。  

 会 長 代 理 と し て 微 力 で は あ り ま す が 、柴 田 会 長 を 支 え て 円 滑 な 審 議

会 の 運 営 に 努 め た い と 思 い ま す の で 、委 員 の 皆 様 の ご 協 力 を い た だ き

ま す よ う 、 よ ろ し く お 願 い 申 し 上 げ ま す 。  

 

〇 賃 金 室 長  

そ れ で は 、会 長 並 び に 会 長 代 理 が 決 ま り ま し た の で 、こ れ か ら の 議

事 進 行 は 会 長 に お 願 い し た い と 思 い ま す 。  

 マ ス コ ミ の 方 に お か れ て は 、カ メ ラ 撮 影 を 再 開 し て い た だ い て 構 い
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ま せ ん 。  

 

〇 柴 田 会 長  

そ れ で は 、議 題（ ２ ）の「 香 川 県 最 低 賃 金 の 改 正 諮 問 に つ い て 」で

ご ざ い ま す 。  

改 正 諮 問 に つ い て よ ろ し く お 願 い し ま す 。  

 

〇 賃 金 室 長  

そ れ で は 、 労 働 局 長 か ら 会 長 へ 諮 問 文 を お 渡 し し ま す 。  

（ 労 働 局 長 か ら 、 諮 問 文 を 会 長 へ 手 交 ）  

 

〇 柴 田 会 長  

事 務 局 か ら 、 諮 問 文 の 写 し を 各 委 員 に 配 付 し て く だ さ い 。  

（ 事 務 局 よ り 各 委 員 へ 諮 問 文 (写 )を 配 付 ）  

〇 柴 田 会 長  

皆 さ ん お 手 元 に 行 き 渡 っ た で し ょ う か 。そ れ で は 、事 務 局 で 読 み 上

げ て く だ さ い 。  

 

〇 賃 金 室 長 補 佐  

そ れ で は 諮 問 文 を 読 み 上 げ さ せ て い た だ き ま す 。  

香 労 発 基 0630 第 １ 号  

 令 和 ３ 年 ６ 月 30 日  

香 川 地 方 最 低 賃 金 審 議 会 会 長  殿  

香 川 労 働 局 長  松 瀨  貴 裕  

最 低 賃 金 の 改 正 決 定 に つ い て （ 諮 問 ）  

最 低 賃 金 法（ 昭 和 34 年 法 律 第 137 号 ）第 12 条 の 規 定 に 基 づ き 、香

川 県 最 低 賃 金 （ 昭 和 55 年 香 川 労 働 基 準 局 最 低 賃 金 公 示 第 １ 号 ） の 改

正 決 定 に つ い て 、経 済 財 政 運 営 と 改 革 の 基 本 方 針 2021（ 令 和 ３ 年 ６ 月

18 日 閣 議 決 定 ）及 び 成 長 戦 略 実 行 計 画・成 長 戦 略 フ ォ ロ ー ア ッ プ（ 同
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日 閣 議 決 定 ） に 配 意 し た 、 貴 会 の 調 査 審 議 を お 願 い す る 。  

以 上 で す 。  

 

〇 柴 田 会 長  

た だ 今 の 労 働 局 長 か ら の 諮 問 に つ い て 、何 か ご 意 見 、ご 質 問 等 は ご

ざ い ま す か 。  

（ 各 委 員 よ り 「 あ り ま せ ん 。」 の 声 あ り ）  

〇 柴 田 会 長  

そ れ で は 、香 川 県 最 低 賃 金 の 改 正 決 定 に つ い て の 諮 問 を 受 け る こ と

に い た し ま す 。  

 

〇 賃 金 室 長  

マ ス コ ミ の 方 に お か れ て は 、こ こ で カ メ ラ 撮 影 を 終 了 し 、退 室 の ほ

ど お 願 い し ま す 。  

 

〇 柴 田 会 長  

会 議 次 第 に 従 い ま し て 、 議 題 （ ３ ） に 入 り ま す 。  

「 香 川 地 方 最 低 賃 金 審 議 会 運 営 規 程 」等 に つ い て 、事 務 局 か ら 説 明

を お 願 い し ま す 。  

 

〇 賃 金 室 長  

そ れ で は 、 資 料 № ２ (P3)か ら 資 料 № ６ (P11)に つ き ま し て 、 説 明 さ

せ て い た だ き ま す 。  

資 料 № ２ (P3)が「 香 川 地 方 最 低 賃 金 審 議 会 運 営 規 程（ 案 ）」、資 料 №

３ (P5)が「 香 川 地 方 最 低 賃 金 審 議 会 運 営 小 委 員 会 運 営 規 程（ 案 ）」、資

料 № ４ (P7)が「 香 川 地 方 最 低 賃 金 審 議 会 香 川 県 最 低 賃 金 専 門 部 会 運 営

規 程（ 案 ）」、資 料 № ５ (P9)が「 香 川 地 方 最 低 賃 金 審 議 会 会 議 公 開 要 綱

（ 案 ）」、資 料 № ６ (P11)が「 第 54 期 香 川 地 方 最 低 賃 金 審 議 会 運 営 小 委

員 会 委 員 名 簿 （ 案 ）」 と な っ て お り ま す 。  
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そ れ ぞ れ 読 み 上 げ は 省 略 さ せ て い た だ き 、こ れ ら の 内 容 を 簡 単 に 説

明 さ せ て い た だ き ま す 。  

ま ず 、資 料 № ２ (P3)の「 香 川 地 方 最 低 賃 金 審 議 会 運 営 規 程（ 案 ）」を

ご 覧 く だ さ い 。こ れ は 、審 議 会 の 議 事 運 営 に つ い て 定 め た も の で ご ざ

い ま す 。 第 ３ 条 で は 、「 会 長 は 、 審 議 会 の 議 決 に よ り 特 定 の 議 案 に つ

い て 事 実 の 調 査 を し 、又 は 細 目 に わ た る 審 議 を 行 う た め 、委 員 を 指 名

し て 小 委 員 会 を 設 け る こ と が で き る 。」 と 規 定 さ れ て お り ま す 。  

小 委 員 会 は 会 長 が 指 名 し た 公 労 使 ３ 名 ず つ 計 ９ 名 の 委 員 で 構 成 さ

れ 、委 員 長 及 び 委 員 長 代 理 は 公 益 代 表 委 員 を あ て る こ と に な っ て お り

ま す 。  

そ し て 、小 委 員 会 に お き ま し て は 、従 来 、特 定 最 低 賃 金 の「 改 正 決

定 の 必 要 性 の 有 無 」 に つ い て ご 審 議 い た だ い て お り ま す 。  

本 年 度 に お き ま し て も 、特 定 最 低 賃 金 に つ い て 、関 係 労 使 か ら の 改

正 等 の 申 出 の 後 、「 改 正 決 定 の 必 要 性 の 有 無 」 に つ い て ご 審 議 い た だ

く こ と と な り ま す 。  

こ の 小 委 員 会 の 運 営 に 関 し ま し て は 、資 料 № ３ (P5)の「 香 川 地 方 最

低 賃 金 審 議 会 運 営 小 委 員 会 運 営 規 程 （ 案 ）」 を 配 付 し て お り ま す の で

ご 覧 く だ さ い 。  

ま た 、 資 料 № ６ (P11)と し て 、 あ ら か じ め 皆 様 に ご 意 見 を い た だ き

作 成 し た 「 第 54 期 香 川 地 方 最 低 賃 金 審 議 会 運 営 小 委 員 会 委 員 名 簿

（ 案 ）」 を 配 付 し て お り ま す 。  

公 益 代 表 委 員 は 、東 委 員 、籠 池 委 員 、柴 田 委 員 を 、労 働 者 代 表 委 員

は 、大 島 委 員 、立 石 委 員 、中 村 委 員 を 、使 用 者 代 表 委 員 は 、窪 田 委 員 、

濱 田 委 員 、 渡 部 委 員 を 候 補 と さ せ て い た だ い て お り ま す 。  

続 い て 、資 料 № ２ (P3)の「 香 川 地 方 最 低 賃 金 審 議 会 運 営 規 程（ 案 ）」

に 戻 っ て い た だ き 、第 ６ 条 で は 、会 議 は 原 則 と し て 公 開 と し て お り ま

す が 、個 人 情 報 の 保 護 に 支 障 を 及 ぼ す お そ れ が あ る 場 合 、個 人 若 し く

は 団 体 の 権 利 利 益 が 不 当 に 侵 害 さ れ る お そ れ が あ る 場 合 又 は 率 直 な

意 見 の 交 換 若 し く は 意 思 決 定 の 中 立 性 が 不 当 に 損 な わ れ る お そ れ が
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あ る 場 合 に は 、会 長 は 、会 議 を 非 公 開 と す る こ と が で き る 旨 、規 定 さ

れ て お り ま す 。  

ま た 、第 ７ 条 で は 、議 事 録 及 び 会 議 の 資 料 は 原 則 と し て 公 開 と し て

お り ま す が 、個 人 情 報 の 保 護 に 支 障 を 及 ぼ す お そ れ が あ る 場 合 、個 人

若 し く は 団 体 の 権 利 利 益 が 不 当 に 侵 害 さ れ る お そ れ が あ る 場 合 又 は

率 直 な 意 見 の 交 換 若 し く は 意 思 決 定 の 中 立 性 が 不 当 に 損 な わ れ る お

そ れ が あ る 場 合 に は 、会 長 は 、議 事 録 及 び 会 議 の 資 料 の 一 部 又 は 全 部

を 非 公 開 と す る こ と が で き る 旨 、そ し て 、議 事 録 を 非 公 開 と す る 場 合

に は 、議 事 要 旨 を 作 成 し 公 開 す る も の と す る 旨 、規 定 さ れ て お り ま す 。 

こ れ ら の 規 定 を 踏 ま え 、当 審 議 会 の こ れ ま で の 取 り 扱 い は 、本 審 に

つ い て は 、会 議 を 公 開 と し 、議 事 録 及 び 会 議 資 料 に つ い て も 公 開 と な

っ て い ま す 。運 営 小 委 員 会 に つ い て は 、会 議 を 非 公 開 と し て 、議 事 要

旨 を 公 開 し て い ま す 。  

次 に 、 規 定 の 改 正 に つ い て 、 説 明 し ま す 。  

こ れ ま で 、議 事 録 に つ き ま し て は 、会 長 及 び 会 長 の 指 名 し た 委 員 ２

人 に 署 名 を し て い た だ い て い ま し た 。政 府 と し て の 押 印 廃 止 の 流 れ を

踏 ま え 、 令 和 ３ 年 ５ 月 21 日 に 開 催 さ れ た 中 央 最 低 賃 金 審 議 会 に お い

て 議 事 録 に お け る 署 名 が 廃 止 さ れ ま し た 。こ の こ と を 受 け て 、当 審 議

会 に お き ま し て も 、署 名 を 廃 止 に す る も の で す 。た だ し 、議 事 録 の 信

ぴ ょ う 性 を 担 保 す る 必 要 が あ る こ と か ら 、会 長 及 び 会 長 の 指 名 し た 委

員 ２ 人 に 議 事 録 を 確 認 し て い た だ く こ と に し て は ど う か と 考 え て い

ま す 。具 体 的 に は 、会 長 及 び 会 長 の 指 名 し た 委 員 ２ 人 に 確 認 し て い た

だ き 、議 事 録 の 内 容 に 誤 り が な け れ ば 、相 違 が な い 旨 、メ ー ル 等 で 事

務 局 に 送 っ て い た だ く こ と に し た い と 考 え て い ま す 。  

そ の 他 、 文 言 の 整 理 か ら の 修 正 を 行 っ て い ま す 。  

次 に 、香 川 地 方 最 低 賃 金 審 議 会 香 川 県 最 低 賃 金 専 門 部 会 に つ い て で

す 。  

本 日 、香 川 県 最 低 賃 金 に つ い て 、改 正 諮 問 を 行 わ せ て い た だ き ま し

た が 、 こ れ を 受 け ま し て 、 最 低 賃 金 法 第 25 条 第 ２ 項 に よ り 、 香 川 県
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最 低 賃 金 専 門 部 会 を 設 置 す る こ と と な り ま す 。  

本 日 お 配 り し て い る「 令 和 ３ 年 度 版 最 低 賃 金 決 定 要 覧 」の 146 頁 に

記 載 さ れ て い ま す が 、最 低 賃 金 法 第 25 条 第 ２ 項 に は 、「 最 低 賃 金 審 議

会 は 、最 低 賃 金 の 決 定 又 は そ の 改 正 の 決 定 に つ い て 調 査 審 議 を 求 め ら

れ た と き は 、 専 門 部 会 を 置 か な け れ ば な ら な い 。」 と さ れ て お り 、 こ

れ に 基 づ い て 、 香 川 県 最 低 賃 金 専 門 部 会 を 設 置 し ま す 。  

専 門 部 会 は 、 最 低 賃 金 法 第 25 条 第 ３ 項 及 び 最 低 賃 金 審 議 会 令 第 ６

条 に よ り ま し て 、 公 益 代 表 委 員 、 労 働 者 代 表 委 員 、 使 用 者 代 表 委 員 、

そ れ ぞ れ ３ 名 に よ り 構 成 さ れ ま す 。  

こ の た め 、労 使 各 ３ 名 ず つ の 委 員 の 推 薦 の た め の 公 示 を 本 日 行 う こ

と と い た し ま す 。 締 め 切 り は 、 ７ 月 14 日 を 考 え て い ま す 。  

 そ し て 、資 料 № ４ (P7)の「 香 川 地 方 最 低 賃 金 審 議 会 香 川 県 最 低 賃 金

専 門 部 会 運 営 規 程 （ 案 ）」 を ご 覧 く だ さ い 。  

 次 の 頁 に な り ま す が 、第 ７ 条 で は 、会 議 は 原 則 と し て 公 開 と し て お

り ま す が 、個 人 情 報 の 保 護 に 支 障 を 及 ぼ す お そ れ が あ る 場 合 、個 人 若

し く は 団 体 の 権 利 利 益 が 不 当 に 侵 害 さ れ る お そ れ が あ る 場 合 又 は 率

直 な 意 見 の 交 換 若 し く は 意 思 決 定 の 中 立 性 が 不 当 に 損 な わ れ る お そ

れ が あ る 場 合 に は 、 部 会 長 は 、 会 議 を 非 公 開 と す る こ と が で き る 旨 、

規 定 さ れ て お り ま す 。  

ま た 、第 ８ 条 で は 、議 事 録 及 び 会 議 の 資 料 は 原 則 と し て 公 開 と し て

お り ま す が 、個 人 情 報 の 保 護 に 支 障 を 及 ぼ す お そ れ が あ る 場 合 、個 人

若 し く は 団 体 の 権 利 利 益 が 不 当 に 侵 害 さ れ る お そ れ が あ る 場 合 又 は

率 直 な 意 見 の 交 換 若 し く は 意 思 決 定 の 中 立 性 が 不 当 に 損 な わ れ る お

そ れ が あ る 場 合 に は 、部 会 長 は 、議 事 録 及 び 会 議 の 資 料 の 一 部 又 は 全

部 を 非 公 開 と す る こ と が で き る 旨 、そ し て 、議 事 録 を 非 公 開 と す る 場

合 に は 、議 事 要 旨 を 作 成 し 公 開 す る も の と す る 旨 、規 定 さ れ て お り ま

す 。  

こ の 規 定 を 踏 ま え 、当 専 門 部 会 の こ れ ま で の 取 り 扱 い は 、会 議 を 非

公 開 と し て 、 議 事 要 旨 を 公 開 し て い ま す 。  
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次 に 、規 定 の 改 正 に つ い て で す が 、先 ほ ど 説 明 し ま し た 内 容 と 同 様

に 、議 事 録 の 署 名 を 廃 止 し 、議 事 録 の 確 認 に 改 正 し た い と 考 え て い ま

す 。  

ま た 、第 ８ 条 第 ２ 項 に つ き ま し て は 、香 川 地 方 最 低 賃 金 審 議 会 運 営

規 程 の 文 言 と 統 一 さ せ る 改 正 を 行 い た い と 思 い ま す 。  

次 に 、資 料 № ５ (P9)「 香 川 地 方 最 低 賃 金 審 議 会 会 議 公 開 要 綱（ 案 ）」

を ご 覧 く だ さ い 。こ ち ら は 、会 議 を 公 開 す る 際 の 手 続 き 等 に つ い て 定

め た も の と な り ま す 。  

ま た 、本 日 の 資 料 № 15(P57)及 び 資 料 № 16(P59)に は 、労 働 団 体 等 か

ら の 最 低 賃 金 引 上 げ 等 に 関 す る 要 請 を 受 け て い ま す が 、 こ の 中 に は 、

専 門 部 会 の 公 開 に つ い て の 要 請 も 含 ま れ て い る と こ ろ で す 。  

説 明 が 大 変 長 く な っ て い ま す が 、 資 料 № ２ (P3)か ら 資 料 № ６ (P11)

ま で の 「 香 川 地 方 最 低 賃 金 審 議 会 運 営 規 程 （ 案 ）」、「 香 川 地 方 最 低 賃

金 審 議 会 運 営 小 委 員 会 運 営 規 程 （ 案 ）」、「 香 川 地 方 最 低 賃 金 審 議 会 香

川 県 最 低 賃 金 専 門 部 会 運 営 規 程 （ 案 ）」、「 香 川 地 方 最 低 賃 金 審 議 会 会

議 公 開 要 綱 （ 案 ）」、「 香 川 地 方 最 低 賃 金 審 議 会 運 営 小 委 員 会 委 員 名 簿

（ 案 ）」 に つ い て ご 審 議 い た だ け れ ば と 思 い ま す 。  

 ま た 、会 議 、議 事 録 及 び 会 議 の 資 料 の 公 開 に 関 し ま し て 、本 審 に つ

い て は 公 開 と し 、本 審 以 外 の 運 営 小 委 員 会 、香 川 県 最 低 賃 金 専 門 部 会

及 び 特 定 最 低 賃 金 専 門 部 会 に つ い て は 非 公 開 と し て 、議 事 要 旨 を 作 成

し て 公 開 す る こ と に つ い て 確 認 い た だ け れ ば と 思 い ま す 。  

さ ら に 、議 事 録 の 署 名 を 廃 止 す る も の の 、信 ぴ ょ う 性 を 確 保 す る た

め 、確 認 に 文 言 変 更 を 行 う な ど の 規 定 改 正 に つ い て も 、ご 審 議 い た だ

き た い と 思 い ま す 。  

 

〇 柴 田 会 長  

あ り が と う ご ざ い ま し た 。  

た だ 今 の 事 務 局 か ら の 説 明 に つ い て 、何 か ご 意 見 、ご 質 問 等 ご ざ い

ま す か 。  
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（ 各 委 員 よ り 「 あ り ま せ ん 。」 の 声 あ り ）  

〇 柴 田 会 長  

 こ こ で 、審 議 会 の 公 開 に 関 し て 、私 か ら の 意 見 で す が 、本 審 は す べ

て 公 開 に な っ て い ま す 。ま た 、運 営 小 委 員 会 で す が 、こ れ は 例 年 １ 回

の 会 議 開 催 と な っ て お り 、 先 ほ ど の 規 程 （ 案 ） を 前 提 に 考 え た 場 合 、

「 率 直 な 意 見 の 交 換 若 し く は 意 思 決 定 の 中 立 性 が 不 当 に 損 な わ れ る

お そ れ が あ る 」な ど の 要 件 に 合 致 す る こ と か ら 、会 議 を 非 公 開 に せ ざ

る を 得 な い と 思 い ま す が 、香 川 県 最 低 賃 金 専 門 部 会 に つ い て は 、例 年

４ 回 の 会 議 を 開 催 し て い ま す 。ま た 、第 １ 回 目 に 含 ま れ る 非 公 開 に せ

ざ る を 得 な い 部 分 に つ い て は 少 な い と 思 い ま す 。 そ の た め 、「 率 直 な

意 見 の 交 換 若 し く は 意 思 決 定 の 中 立 性 が 不 当 に 損 な わ れ る お そ れ が

あ る 」な ど の 非 公 開 に せ ざ る を 得 な い 部 分 に つ い て は 、第 ２ 回 目 以 降

の 会 議 に 移 動 さ せ る な ど し て 、香 川 県 最 低 賃 金 専 門 部 会 の 第 １ 回 会 議

は 公 開 に し て は ど う か と 思 い ま す 。 皆 様 、 い か が で し ょ う か 。  

（ 各 委 員 よ り 「 意 義 な し 。」 の 声 あ り ）  

〇 柴 田 会 長  

 そ れ で は 、今 申 し 上 げ た よ う に 、香 川 県 最 低 賃 金 専 門 部 会 の 第 １ 回

会 議 は 公 開 と し ま す 。香 川 県 最 低 賃 金 専 門 部 会 の 第 ２ 回 目 以 降 の 公 開

に つ い て は 、当 専 門 部 会 で 判 断 し て い た だ け れ ば い い も の と 思 い ま す 。 

 他 に ご 意 見 は ご ざ い ま せ ん か 。  

な い よ う で す の で 、 資 料 № ２ (P3)か ら ６ (P11)の 「 香 川 地 方 最 低 賃

金 審 議 会 運 営 規 程 案 」、「 香 川 地 方 最 低 賃 金 審 議 会 運 営 小 委 員 会 運 営 規

程 案 」、「 香 川 地 方 最 低 賃 金 審 議 会 香 川 県 最 低 賃 金 専 門 部 会 運 営 規 程

案 」、「 香 川 地 方 最 低 賃 金 審 議 会 会 議 公 開 要 綱 案 」、「 香 川 地 方 最 低 賃 金

審 議 会 運 営 小 委 員 会 委 員 名 簿 案 」 に つ い て は 、「 案 」 を 取 っ て い た だ

き 、た だ い ま ご 審 議 い た だ い た 内 容 を も っ て 、本 日 か ら 施 行 す る こ と

と い た し ま す 。  

 し た が い ま し て 、資 料 № ２ (P3)の「 香 川 地 方 最 低 賃 金 審 議 会 運 営 規

程 」第 ３ 条 に 基 づ き 、本 審 議 会 に 運 営 小 委 員 会 を 設 置 い た し ま す と と
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も に 、運 営 小 委 員 会 委 員 名 簿 の と お り 委 員 を 指 名 さ せ て い た だ き ま す

の で 、 よ ろ し く お 願 い い た し ま す 。  

ま た 、会 議 、議 事 録 及 び 資 料 の 公 開 に 関 し ま し て は 、本 審 及 び 第 １

回 香 川 県 最 低 賃 金 専 門 部 会 に つ き ま し て は 公 開 と し 、運 営 小 委 員 会 及

び 特 定 最 低 賃 金 専 門 部 会 に つ き ま し て は 非 公 開 と し て 、議 事 要 旨 を 作

成 し て 公 開 す る こ と に し ま す 。  

そ し て 、議 事 録 に つ き ま し て は 、資 料 № ２ (P3)の「 香 川 地 方 最 低 賃

金 審 議 会 運 営 規 程 」 第 ７ 条 に よ り 、「 会 長 及 び 会 長 の 指 名 し た 委 員 ２

人 が 確 認 す る も の と す る 。」 と さ れ て お り ま す 。 こ の 確 認 に つ い て で

す が 、労 働 者 側  立 石 委 員 、使 用 者 側  窪 田 委 員 に お 願 い し た い と 思

い ま す 。 立 石 委 員 、 窪 田 委 員 、 よ ろ し く お 願 い し ま す 。  

な お 、審 議 会 当 日 に こ の お 二 方 が ご 欠 席 の 場 合 は 、そ れ ぞ れ 大 島 委

員 、渡 部 委 員 に お 願 い す る こ と と し 、さ ら に ご 欠 席 の 場 合 に は 、審 議

会 当 日 に 出 席 さ れ た 委 員 の 中 か ら お 願 い し た い と 思 い ま す の で 、ご 承

知 お き い た だ け れ ば と 思 い ま す 。  

そ れ で は 、次 の 議 題（ ４ ）の「 令 和 ３ 年 度 最 低 賃 金 の 審 議 の 進 め 方

等 の 承 認 に つ い て 」と こ れ に 関 連 す る 議 題（ ５ ）の「 最 低 賃 金 審 議 会

令 第 ６ 条 第 ５ 項 の 決 議 に つ い て 」 に 入 り ま す 。  

事 務 局 か ら 説 明 を お 願 い し ま す 。  

 

〇 賃 金 室 長  

資 料 № ７ (P13)の 「 令 和 ３ 年 度 最 低 賃 金 の 審 議 の 進 め 方 等 に つ い て

（ 案 ）」 を ご 覧 く だ さ い 。  

こ れ は 、 本 年 ３ 月 18 日 に 開 催 さ れ ま し た 令 和 ２ 年 度 第 ７ 回 の 本 審

に お き ま し て 審 議 さ れ 、成 案 と し て 今 年 度 の 審 議 会 に 申 し 送 る こ と に

つ い て 全 委 員 か ら 同 意 を い た だ い た も の で ご ざ い ま す 。  

本 日 ご 承 認 い た だ け れ ば と 思 い ま す 。  

審 議 の 進 め 方 の 要 点 と い た し ま し て は 、１ の（ １ ）香 川 県 最 低 賃 金

は 、特 定（ 産 業 別 ）最 低 賃 金 に 先 行 し て 調 査 審 議 す る こ と 、１ の（ ２ ）
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特 定 最 低 賃 金 の 各 専 門 部 会 は 、同 時 期 に 調 査 審 議 す る こ と が あ る こ と 、

１ の（ ４ ）専 門 部 会 で の 審 議 回 数 は 、お お む ね ３ 回 で 結 論 を 出 す こ と

を 努 力 目 標 と す る こ と 、１ の（ ５ ）で す が 、審 議 の 効 率 化 を 図 る た め 、

最 低 賃 金 審 議 会 令 第 ６ 条 第 ５ 項 を 適 用 し 、専 門 部 会 の 決 議 を も っ て 香

川 地 方 最 低 賃 金 審 議 会 の 決 議 と す る 、こ の 場 合 、専 門 部 会 に お い て 全

会 一 致 で 決 議 す る こ と を 原 則 と す る と し て い ま す 。  

２ に な り ま す が 、 香 川 県 最 低 賃 金 の 効 力 発 生 の 日 は 令 和 ３ 年 10 月

１ 日 を 、次 頁 の ３ の（ ３ ）の 特 定 最 低 賃 金 の 効 力 発 生 の 日 は 令 和 ３ 年

12 月 15 日 を 、 そ れ ぞ れ 努 力 目 標 と し て い ま す 。  

３ の（ ４ ）で す が 、来 年 度 の 特 定 最 低 賃 金 の 改 正 の 申 出 に つ い て は 、

本 年 度 の 最 後 の 審 議 会 に お い て 、そ の 意 向 確 認 を 行 う こ と と し て い ま

す 。  

次 に 、議 題（ ５ ）の「 最 低 賃 金 審 議 会 令 第 ６ 条 第 ５ 項 の 決 議 」に つ

い て は 、 今 も 触 れ ま し た が 、 (P13)「 令 和 ３ 年 度 最 低 賃 金 の 審 議 の 進

め 方 等 に つ い て （ 案 ）」 の １ の （ ５ ） の 部 分 と な り ま す 。  

最 低 賃 金 審 議 会 令 第 ６ 条 第 ５ 項 （ 要 覧 P151）に お き ま し て 、「 審 議

会 は 、あ ら か じ め そ の 議 決 す る と こ ろ に よ り 、最 低 賃 金 専 門 部 会 の 決

議 を も っ て 審 議 会 の 決 議 と す る こ と が で き る 。」 と 規 定 さ れ て お り ま

す 。  

こ の １ の（ ５ ）に お き ま し て は 、「 審 議 の 効 率 化 を 図 る た め 、最 低 賃

金 審 議 会 令 第 ６ 条 第 ５ 項 を 適 用 し 、専 門 部 会 の 決 議 を も っ て 香 川 地 方

最 低 賃 金 審 議 会 の 決 議 と す る 。こ の 場 合 、専 門 部 会 に お い て 全 会 一 致

で 決 議 す る こ と を 原 則 と す る 。」 と 規 定 し て い ま す 。  

し た が い ま し て 、「 全 会 一 致 で の 香 川 県 最 低 賃 金 専 門 部 会 及 び 特 定

最 低 賃 金 専 門 部 会 の 決 議 を も っ て 、 審 議 会 の 決 議 と す る 。」 と い う こ

と で ご ざ い ま す 。  

本 日 の 審 議 会 に お き ま し て 、 改 め て ご 確 認 を お 願 い し ま す 。  

 

〇 柴 田 会 長  
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あ り が と う ご ざ い ま し た 。  

た だ 今 の 事 務 局 か ら の 説 明 に つ い て 、何 か ご 意 見 、ご 質 問 等 ご ざ い

ま す か 。  

（ 各 委 員 よ り 「 異 議 な し 。」 の 声 あ り ）  

〇 柴 田 会 長  

た だ 今 承 認 を い た だ き ま し た の で 、 資 料 № ７ (P13)の 「 案 」 を 取 っ

て い た だ き 、本 年 度 の 最 低 賃 金 の 審 議 に つ き ま し て は 、こ の「 令 和 ３

年 度 最 低 賃 金 の 審 議 の 進 め 方 等 に つ い て 」に よ り 審 議 を 進 め て い く こ

と と い た し ま す 。  

そ れ で は 、 事 務 局 で 読 み 上 げ て く だ さ い 。  

 

〇 賃 金 室 長 補 佐  

読 み 上 げ さ せ て い た だ き ま す 。  

令 和 ３ 年 度 最 低 賃 金 の 審 議 の 進 め 方 等 に つ い て  

１  審 議 の 進 め 方 に つ い て  

(1) 香 川 県 最 低 賃 金 は 、特 定（ 産 業 別 ）最 低 賃 金 に 先 行 し て 調 査 審

議 す る 。  

(2) 特 定 最 低 賃 金 の 各 専 門 部 会 は 、同 時 期 に 調 査 審 議 す る こ と が あ

る 。  

(3) 専 門 部 会 の 審 議 に お け る 業 界 の 実 情 把 握 の た め の 手 段 と し て

は 、 関 係 参 考 人 の 意 見 聴 取 又 は 実 地 視 察 に よ る こ と と す る 。  

(4) 専 門 部 会 で の 審 議 回 数 は 、お お む ね ３ 回 で 結 論 を 出 す こ と を 努

力 目 標 と す る 。  

(5) 審 議 の 効 率 化 を 図 る た め 、最 低 賃 金 審 議 会 令 第 ６ 条 第 ５ 項 を 適

用 し 、専 門 部 会 の 決 議 を も っ て 香 川 地 方 最 低 賃 金 審 議 会 の 決 議 と

す る 。  

   こ の 場 合 、専 門 部 会 に お い て 全 会 一 致 で 決 議 す る こ と を 原 則 と

す る 。  

(6) 最 低 賃 金 の 円 滑 な 施 行 を 図 る た め 、効 力 発 生 の 日 を 指 定 し て 審
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議 を 行 う こ と が で き る も の と す る 。  

(7) 審 議 の た め の 資 料 は 、春 季 賃 上 げ 状 況 、標 準 生 計 費 、消 費 者 物

価 指 数 、 業 界 の 景 況 な ら び に 賃 金 実 態 調 査 結 果 な ど と す る 。  

(8) 専 門 部 会 の 審 議 は 、原 則 と し て 通 常 の 執 務 時 間 外（ 午 後 ５ 時 15

分 以 降 及 び 閉 庁 日 ） に は 行 わ な い こ と と す る 。  

(9) 専 門 部 会 の 審 議 日 程 は 、初 回 時 に お い て 次・次 々 回 ま で 調 整 す

る こ と と す る 。  

２  香 川 県 最 低 賃 金 に つ い て  

  中 央 最 低 賃 金 審 議 会 が 示 す 目 安 や 諸 般 の 事 情 を 総 合 的 に 勘 案 し 、

本 年 度 の 改 正 を す る 。  

  効 力 発 生 の 日 に つ い て は 令 和 ３ 年 10 月 １ 日 を 努 力 目 標 と す る 。  

３  特 定 最 低 賃 金 に つ い て  

昭 和 61 年 ２ 月 14 日 の 中 央 最 低 賃 金 審 議 会 の 答 申「 現 行 産 業 別 最

低 賃 金 の 廃 止 及 び 新 産 業 別 最 低 賃 金 へ の 転 換 等 に つ い て 」に 示 さ れ

た 方 針 を 尊 重 し 、 次 の と お り 審 議 を 進 め る 。  

 (1) 令 和 ３ 年 度 に お け る 改 正 の 申 出 の 意 向 表 明 が 行 わ れ た 特 定 最

低 賃 金 に つ い て は 、改 正 の 申 出 が 行 わ れ 、香 川 労 働 局 長 か ら そ の

改 正 の 必 要 性 の 有 無 に つ い て の 諮 問 が あ っ た 場 合 に は 、 速 や か

に 運 営 小 委 員 会 に 付 託 し て 審 議 す る 。  

 (2) 運 営 小 委 員 会 に お い て は 、必 要 に 応 じ 参 考 人 の 意 見 を 聴 取 す る

等 慎 重 審 議 の 上 、同 委 員 会 の 報 告 に 基 づ き 香 川 労 働 局 長 へ 答 申 を

行 う も の と す る 。  

   な お 、必 要 性 の 有 無 の 審 議 に 当 た っ て は 、申 出 の 要 件 を 具 備 し

て い る も の に つ い て は 、原 則 と し て「 必 要 性 有 」の 速 や か な 結 論

に 至 る こ と を 努 力 目 標 と す る 。こ の 場 合 、制 度 の 安 定 の 面 に 配 慮

し 、業 種 の く く り 方 、基 幹 的 労 働 者 の 範 囲 に つ い て は 現 行 ど お り

と す る 。  

 (3) 特 定 最 低 賃 金 の 改 正 決 定 に つ い て 諮 問 が あ っ た 場 合 は 、対 応 す

る 専 門 部 会 を 設 置 し 、諸 般 の 事 情 を 総 合 的 に 勘 案 し 、審 議 を 行 う



18 

 

も の と す る 。  

   効 力 発 生 の 日 に つ い て は 、令 和 ３ 年 12 月 15 日 を 努 力 目 標 と す

る 。  

 (4) 令 和 ４ 年 度 の 申 出 に つ い て は 、本 年 度 末 段 階 の 審 議 会 に お い て 、

そ の 意 向 の 有 無 を 労 使 に 確 認 す る こ と と す る 。  

以 上 で す 。  

 

〇 柴 田 会 長  

あ り が と う ご ざ い ま し た 。  

で は 、今 後 の 香 川 県 最 低 賃 金 の 審 議 の 進 め 方 に つ い て 、事 務 局 か ら

説 明 を お 願 い し ま す 。  

 

〇 賃 金 室 長  

今 後 の 審 議 等 の 予 定 に つ い て 、 説 明 さ せ て い た だ き ま す 。  

最 低 賃 金 法 第 25 条 第 ５ 項 に 基 づ く 関 係 労 働 者 及 び 関 係 使 用 者 か ら

の 意 見 聴 取 の 公 示 を 本 日 行 う こ と と い た し ま す 。 締 め 切 り は ７ 月 14

日 と な り ま す 。  

ま た 、先 ほ ど も 説 明 を し ま し た が 、香 川 県 最 低 賃 金 専 門 部 会 を 設 置

す る こ と に な り ま す 。  

専 門 部 会 は 最 低 賃 金 法 第 25 条 第 ３ 項 及 び 最 低 賃 金 審 議 会 令 第 ６ 条

に よ り ま し て 、公 益 代 表 委 員 、労 働 者 代 表 委 員 、使 用 者 代 表 委 員 、そ

れ ぞ れ ３ 名 に よ り 構 成 さ れ ま す 。  

こ の た め 、労 使 各 ３ 名 ず つ の 委 員 推 薦 の た め の 公 示 を 本 日 行 う こ と

と い た し ま す 。 締 め 切 り は ７ 月 14 日 と な り ま す 。  

そ の 後 、専 門 部 会 を ４ 回 程 度 開 催 し 、審 議 の 上 、８ 月 ５ 日 ま で に 結

審 し 、全 会 一 致 の 結 審 に な れ ば 、最 低 賃 金 審 議 会 令 第 ６ 条 第 ５ 項 を 適

用 し て 、改 正 決 定 の 答 申 を 行 い 、全 会 一 致 に な ら な か っ た 場 合 は 、本

審 で 採 決 を 行 い ま す 。  

そ の 後 、 改 正 内 容 の 公 示 を 15 日 間 行 い 、 そ の 間 に 異 議 申 立 て が あ
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れ ば 異 議 審 を ８ 月 23 日（ 月 ）午 前 10 時 か ら 開 催 し 、労 働 局 長 か ら 異

議 申 出 の 諮 問 を 行 い 、異 議 に つ い て の 審 議 の 上 、労 働 局 長 あ て 答 申 を

行 っ て い た だ き ま す 。  

同 日 、官 報 公 示 文 を 本 省 へ 送 付 し 、９ 月 １ 日 に 官 報 に 掲 載 さ れ れ ば

法 定 発 効 に よ り 30 日 経 過 し た 10 月 1 日 が 発 効 日 と な り ま す 。  

な お 、 異 議 が な け れ ば 、 異 議 審 は 開 催 し ま せ ん 。  

続 い て 、実 地 視 察 に つ い て で す が 、令 和 ２ 年 度 第 ７ 回 本 審 に お い て 、

新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 の 感 染 状 況 も 見 な が ら 、令 和 ３ 年 ９ 月 頃 に

船 舶 関 係 で 実 施 予 定 と い う こ と で 同 意 を い た だ い て お り ま し た が 、新

型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 に 対 す る 香 川 県 対 処 方 針 が ５ 月 末 ま で 最 高

レ ベ ル の 「 緊 急 事 態 対 策 期 」 で あ り 、 ６ 月 １ 日 か ら 20 日 ま で の 間 は

1 ラ ン ク 下 が り 、「 感 染 拡 大 防 止 集 中 対 策 期 」、 ６ 月 21 日 か ら ７ 月 11

日 ま で の 間 は さ ら に １ ラ ン ク 下 が っ て 、「 感 染 拡 大 防 止 対 策 期 」 と な

っ て い る と こ ろ で は あ り ま す が 、新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 の 収 束 が

見 通 せ な い 状 況 に あ り ま す の で 、実 地 視 察 は 再 延 期 を さ せ て い た だ き

た い と 思 い ま す 。  

 

〇 柴 田 会 長  

た だ 今 の 事 務 局 か ら の 説 明 に つ い て 、何 か ご 意 見 、ご 質 問 等 ご ざ い

ま す か 。  

（ 各 委 員 よ り 「 あ り ま せ ん 。」 の 声 あ り ）  

〇 柴 田 会 長  

そ れ で は 、実 地 視 察 に つ い て は 、再 延 期 す る こ と で よ ろ し い で し ょ

う か 。  

（ 各 委 員 よ り 「 異 議 な し 。」 の 声 あ り ）  

〇 柴 田 会 長  

最 後 に 、議 題（ ６ ）の「 そ の 他 」に 入 り た い と 思 い ま す 。事 務 局 の

方 で 何 か ご ざ い ま す か 。  
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〇 賃 金 室 長  

す で に お 目 通 し い た だ い て い る と は 思 い ま す が 、 本 年 ５ 月 19 日 に

全 国 労 働 組 合 総 連 合 四 国 地 区 協 議 会 か ら 資 料 № 15(P57)「 最 低 賃 金 の

大 幅 引 き 上 げ と 審 議 会 の 完 全 公 開 を 求 め る 要 請 書 」が 香 川 労 働 局 長 あ

て 、 提 出 さ れ て お り ま す の で ご 報 告 い た し ま す 。  

ま た 、本 年 ６ 月 ４ 日 に Ｊ Ａ Ｌ 解 雇 撤 回・最 賃 全 国 キ ャ ラ バ ン 四 国 実

行 委 員 会 か ら 「 Ｊ Ａ Ｌ 解 雇 撤 回 と 最 賃 1500 円 を 実 現 す る 要 請 書 」 が

香 川 労 働 局 長 あ て 、提 出 さ れ て お り ま す の で ご 報 告 い た し ま す 。資 料

№ 16(P59)で ご ざ い ま す 。  

次 に 、 本 日 の 資 料 で す が 、 今 後 の 審 議 の 参 考 と し て い た だ く た め 、

資 料 № 8(P15)か ら 資 料 № 14(P51)を お 配 り し て お り ま す 。  

資 料 № ８ (P15)は 、「 令 和 ３ 年 度 答 申 要 旨 の 公 示 日 別 最 短 効 力 発 生 予

定 一 覧 表 」で す 。審 議 の 進 め 方 に あ り ま す よ う に 、地 域 別 最 低 賃 金 10

月 1 日（ 金 ）の 発 効 を 目 指 す と す れ ば 、赤 い 矢 印 の 部 分 を 見 て い た だ

き た い の で す が 、 左 端 の 欄 が 答 申 日 と な り ま す の で 、 ８ 月 ５ 日 （ 木 ）

ま で に 答 申 を い た だ く 必 要 が あ り ま す 。そ の す ぐ 下 の 行 を 見 て い た だ

い て 、答 申 が 翌 日 の ８ 月 ６ 日（ 金 ）に な る と 、発 効 は 10 月 ２ 日（ 土 ）

に な っ て し ま い ま す 。  

重 ね て 申 し 上 げ ま す が 、 10 月 1 日 に 発 効 す る た め に は 、 ８ 月 ５ 日

（ 木 ）ま で に 答 申 を い た だ か な け れ ば な ら な い と い う こ と に な り ま す 。 

17 頁 は 特 定 最 賃 で す 。青 い 矢 印 の 部 分 に な り ま す が 、例 年 ど お り 12

月 15 日 の 発 効 を 目 指 す と す れ ば 、10 月 14 日（ 木 ）ま で に 答 申 を い た

だ く 必 要 が あ る と い う こ と に な り ま す 。  

 も し 、そ の 翌 日 の 10 月 15 日（ 金 ）の 答 申 で あ れ ば 、そ の 発 効 は 12

月 16 日（ 木 ）と な っ て し ま い ま す の で 、12 月 15 日 に は 間 に 合 わ な い

こ と と な り ま す 。  

資 料 № ９ (P19)は 、「 令 和 ２ 年 度 香 川 地 方 最 低 賃 金 審 議 会 及 び 同 専 門

部 会 の 開 催 状 況 」 で す 。  

一 番 上 の ① か ら ⑦ が 本 審 、そ れ か ら 運 営 小 委 員 会 、昨 年 は ７ 月 31 日
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に 開 催 し て お り ま す 。半 分 か ら 下 が 専 門 部 会 で ご ざ い ま す 。香 川 県 最

低 賃 金 で は 専 門 部 会 を ４ 回 開 催 し ま し て 、そ の う ち の ３ 回 で 金 額 審 議

を 行 っ て お り ま す 。特 定 最 賃 ４ 業 種 に つ き ま し て も 、そ れ ぞ れ ３ 回 で

答 申 を い た だ い て お り ま す 。  

今 年 度 も 同 じ よ う な ス ケ ジ ュ ー ル で 進 め た い と 思 っ て お り ま す の

で 、年 間 の ス ケ ジ ュ ー ル 感 と 審 議 内 容 を つ か ん で い た だ け れ ば と 思 い

ま す 。  

資 料 № 10(P21)は 、 諮 問 文 に 引 用 さ せ て い た だ い て お り ま す 令 和 ３

年 ６ 月 18 日 に 閣 議 決 定 さ れ ま し た 「 経 済 財 政 運 営 と 改 革 の 基 本 方 針  

2021」と「 成 長 戦 略 実 行 計 画・成 長 戦 略 フ ォ ロ ー ア ッ プ 」の 抜 粋 で ご

ざ い ま す 。  

資 料 № 11(P23)は 令 和 ２ 年 賃 金 構 造 基 本 統 計 調 査 の 結 果 に 基 づ く 香

川 の 賃 金 概 況 で ご ざ い ま す 。  

こ こ で 、令 和 ２ 年 賃 金 構 造 基 本 統 計 調 査 結 果 に つ い て 、若 干 説 明 さ

せ て い た だ き ま す 。  

賃 金 構 造 基 本 統 計 調 査 に つ き ま し て は 、令 和 ２ 年 調 査 よ り 集 計 方 法

が 見 直 さ れ た こ と に よ り 、令 和 ２ 年 調 査 結 果 と 令 和 元 年 以 前 ま で の 調

査 結 果 と は 接 続 性 を 欠 く も の と な っ て お り ま す 。金 額 が 大 幅 に 違 う 例

を 挙 げ ま す と 、「 項 目 ４  短 時 間 労 働 者 （ パ ー ト タ イ ム ） の 時 間 給 の

推 移 」の 資 料 出 所 の 調 査 結 果 は 、令 和 元 年 ま で は 、医 師 、教 員 等 の 一

部 の 職 種 に 該 当 す る 短 時 間 労 働 者 で １ 時 間 当 た り 所 定 内 給 与 額 が

3,000 円 を 超 え る 者 は 除 外 し て 集 計 さ れ て い ま し た が 、短 時 間 労 働 者

の 全 体 像 を 把 握 す る と い う 観 点 か ら 、令 和 ２ 年 調 査 か ら は 、職 種 や 賃

金 に よ る 除 外 を 行 わ ず 、短 時 間 労 働 者 全 体 を 集 計 対 象 と さ れ て い ま す 。 

資 料 № 12(P35)は 香 川 労 働 局 職 業 安 定 部 が ６ 月 29 日 に 発 表 し た 令

和 ３ 年 ５ 月 の 雇 用 情 勢 等 で す 。雇 用 情 勢 判 断 は「 求 人 が 求 職 を 上 回 っ

て 推 移 し て い る が 、求 人 は 弱 含 ん で お り 、求 職 者 の 増 加 の 兆 し も あ い

ま っ て 、新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 が 雇 用 に 与 え る 影 響 に 十 分 注 意 す

る 必 要 が あ る 」 と さ れ て お り ま す 。  
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資 料 № 13(P41)は 財 務 省 四 国 財 務 局 が ４ 月 に 発 表 し た 香 川 県 内 経 済

情 勢 報 告 で す 。 今 回 の 総 合 判 断 と し て は 、「 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染

症 の 影 響 に よ り 、厳 し い 状 況 に あ る な か 、一 部 に 弱 さ が み ら れ る も の

の 、 持 ち 直 し つ つ あ る 。」 と さ れ て お り ま す 。  

資 料 № 14(P51)は 日 本 銀 行 高 松 支 店 が 2021 年 6 月 10 日 に 発 表 し た

香 川 県 金 融 経 済 概 況 で す 。「 香 川 県 内 の 景 気 は 、 基 調 と し て は 持 ち 直

し に 向 か っ て い る が 、新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 の 影 響 か ら 、個 人 消

費 で は 引 き 続 き 弱 い 動 き が み ら れ て い る 。」 と さ れ て お り ま す 。  

ま た 、本 日 配 付 し て い る「 最 低 賃 金 決 定 要 覧 」は 、全 国 の 最 低 賃 金

の 決 定 状 況 や 賃 金 に 関 す る 指 標 、関 係 法 令 や 中 賃 の 答 申・報 告 な ど を

掲 載 し て お り ま す 。  

「 労 働 行 政 の と り く み 」は 、香 川 労 働 局 の 今 年 度 の 行 政 運 営 の 主 な

内 容 に つ い て 、 広 報 の た め 取 り ま と め た も の で ご ざ い ま す 。  

続 い て 、各 種 リ ー フ レ ッ ト で す が 、厚 生 労 働 省 に お い て 行 っ て お り

ま す 中 小 企 業 ・ 小 規 模 事 業 者 へ の 各 種 支 援 制 度 等 に つ い て で す 。  

一 つ は 、中 小 企 業 か ら の 各 種 相 談 に 無 料 で 対 応 す る 相 談 窓 口 で あ る

「 香 川 働 き 方 改 革 推 進 支 援 セ ン タ ー 」 の 利 用 案 内 で す 。  

も う 一 つ は 、「「 業 務 改 善 助 成 金 」の ご 案 内 」で 、事 業 場 で 最 も 低 い

賃 金 の 引 上 げ を 図 る 中 小 企 業・小 規 模 事 業 者 に 対 し て 、一 定 の 要 件 を

満 た し た 場 合 に 助 成 金 を 支 給 す る と い う も の で す 。  

残 り の ３ つ は 、「 働 き 方 改 革 推 進 支 援 助 成 金 ｣の 、  

・ 労 働 時 間 短 縮 ・ 年 休 促 進 支 援 コ ー ス  

・ 勤 務 間 イ ン タ ー バ ル 導 入 コ ー ス  

・ 労 働 時 間 適 正 管 理 推 進 コ ー ス  

の リ ー フ レ ッ ト で す 。  

そ れ か ら 、 現 在 、 最 低 賃 金 に 関 す る 基 礎 調 査 を 実 施 し て お り ま す 。 

今 後 、専 門 部 会 に お き ま し て 、調 査 結 果 等 を 取 り ま と め 、ご 説 明 申 し

上 げ る 予 定 と し て お り ま す 。  

説 明 は 以 上 と な り ま す 。 よ ろ し く お 願 い い た し ま す 。  
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〇 柴 田 会 長  

事 務 局 か ら の 説 明 及 び 審 議 会 資 料 に 関 し て 、何 か ご 意 見 、ご 質 問 等

ご ざ い ま す か 。  

 

〇 大 島 委 員  

 資 料 で 香 川 の 賃 金 概 況 等 を 出 し て い た だ い て い ま す が 、労 働 者 の 平

均 で 出 し て い る と い う こ と が 見 え ま す し 、パ ー ト タ イ マ ー の 時 間 給 の

推 移 に つ い て も 平 均 値 で 出 て い る よ う に 見 え ま す 。  

 今 後 、議 論 し て い く 中 で 、た だ 単 に 平 均 と い う の で は な く 、今 の 香

川 県 の 採 用 賃 金 、特 に パ ー ト タ イ マ ー の 採 用 賃 金 が 、実 際 に そ れ ぞ れ

の 業 種 で こ れ く ら い の 賃 金 で な い と 採 用 で き な い 、と い う 資 料 が あ り

ま し た ら 出 し て い た だ き た い 。 お そ ら く 高 松 市 内 だ と 、 1,000 円 か ら

1,200 円 と い う 数 字 が よ く 出 て い ま す 。  

 そ の あ た り の 資 料 が 、お 互 い 論 議 す る 時 に 一 つ の 目 安 に な っ て く る

と 思 い ま す の で 、 お 出 し い た だ い た ら と 思 い ま す 。  

 

〇 賃 金 室 長  

県 内 の 職 業 別 の 採 用 賃 金 と い う こ と で ご ざ い ま す の で 、ご 提 供 さ せ

て い た だ き た い と 思 い ま す 。  

 

〇 柴 田 会 長  

あ り が と う ご ざ い ま し た 。 そ の 他 、 事 務 局 か ら 何 か あ り ま す か 。  

 

〇 賃 金 室 長  

こ の 後 、委 員 の 皆 様 に は 、連 絡 事 項 が ご ざ い ま す の で 、こ の 場 に 残

っ て い た だ き ま す よ う お 願 い い た し ま す 。  

以 上 で す 。  
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〇 柴 田 会 長  

そ れ で は 用 意 し た 議 題 は 終 わ り ま し た が 、他 に ご 発 言 等 、ご ざ い ま

せ ん か 。 な け れ ば 、 第 １ 回 本 審 を 閉 会 い た し ま す 。  

ど う も あ り が と う ご ざ い ま し た 。  

― ― 了 ― ―  


